
議
員
提
出
第
五
号
議
案

幼
児
教
育
の
無
償
化
と
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
子
ど
も
手
当
の
支
給
を
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
親
の
世
帯
の

収
入
に
関
係
な
く
一
律
で
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
は
、
家
庭
の
教
育
費
格
差
を
拡
大
す
る
こ
と
に
も
繋
が

り
、
抜
本
的
な
少
子
化
対
策
の
た
め
に
は
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

子
育
て
世
代
は
幼
児
教
育
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施
策

を
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る
。

特
に
、
幼
児
期
の
教
育
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
子
育
て
世

帯
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
の
実
現
に
努
め
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

幼
児
教
育
に
対
す
る
子
育
て
世
帯
の
負
担
を
段
階
的
に
軽
減
す
る
た
め
、
幼
児
教
育
無
償
化
に
取
り
組

む
こ
と
。

二

国
の
責
任
の
も
と
に
、
児
童
福
祉
の
原
則
を
踏
ま
え
た
保
育
の
質
の
確
保
に
努
め
、
多
様
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
り
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と
。

三

待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
る
地
方
自
治
体
の
創
意
工
夫
を
最
大
限
生
か
せ
る
よ
う
支
援
の
在
り
方
を
検

討
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
五
日
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